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２
月
24
日
の
前
記
計
画
書
（
案
）
と

平
成
23
年
度
施
政
方
針
を
拝
見
の
上
、
次

の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。
⑴
公
共
交
通
に

つ
い
て
本
年
の
施
政
方
針
に
は
「
イ
ズ
ミ

ヤ
広
陵
店
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

の
記
述
は
な
い
が
な
ぜ
か
。
⑵
バ
ス
車
輌

購
入
該
当
分
程
度
の
３
，
０
０
０
万
円
の

寄
付
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
⑶
昨
年

９
月
に
実
施
さ
れ
た
地
区
別
懇
談
会
に
つ

い
て
の
感
想
は
。
ま
た
、
こ
の
計
画
書
が

確
定
し
実
行
段
階
に
入
る
と
き
、
ま
た
地

区
懇
談
会
を
開
催
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
⑴
イ
ズ
ミ
ヤ
と
の
協
議
は
22

年
度
施
政
方
針
の
と
お
り
協
議
が
済
ん
で

い
ま
す
。
⑵
バ
ス
購
入
の
寄
付
金
は
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
⑶
懇
談
会
で
は
、

バ
ス
を
本
当
に
走
ら
せ
て
ほ
し
い
。
別
段

走
ら
な
く
て
も
よ
い
。
税
金
の
無
駄
使
い

に
な
る
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。

公
共
交
通
は
民
間
収
益
事
業
か
ら
自
治
体

の
地
域
公
共
交
通
へ
の
関
与
が
当
然
と
も

考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
念
頭
に
協
議
い
た
だ

き
、
実
証
運
行
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
懇
談
会
以
降
の
進
捗
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
今
後
そ
の
他
の
媒
体

に
お
い
て
も
周
知
い
た
し
ま
す
。

　
　
私
と
松
浦
議
員
は
奈
良
県
の
第
１
回

防
災
士
研
修
に
自
主
参
加
し
、
資
格
を
取

得
、
災
害
に
強
い
安
全
、
安
心
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
町
長
も
、
熱
心

に
防
災
力
を
強
め
る
施
策
を
推
進
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
防
災
士

の
育
成
と
組
織
化
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

⑴
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
住
民

と
職
員
数
は
。
⑵
本
年
度
の
育
成
講
座
の

受
講
者
数
は
。
⑶
広
陵
町
防
災
士
会
（
仮

称
）
の
組
織
化
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
⑴
22
年
12
月
末
現
在
で
防
災

士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
町
民
の
方
は
議

員
３
名
を
含
め
46
名
、
町
職
員
は
８
名
で

す
。
⑵
２
月
の
町
単
独
の
防
災
士
育
成
講

座
で
は
46
名
の
町
民
の
方
と
26
名
の
町
職

員
が
資
格
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
⑶
今
年

の
試
験
の
結
果
を
見
て
、
本
人
の
意
向
を

確
認
の
上
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

防
災
士
が
よ
り
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
に

は
、
相
互
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
知

識
を
更
新
す
る
研
修
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
、関
係
団
体
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

問
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�

平
成
23
年
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予
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よ
り
町
税

収
入
増
の
策
を
問
う

問平
岡
町
長

　
　
町
原
案
で
は
障
が
い
者
の
生
涯
の
住

ま
い
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が
建
て

ら
れ
な
い
案
で
あ
り
、
保
護
者
に
は
驚
き

と
疑
問
が
上
が
り
、50
名
か
ら
の
要
望
書
、

２
回
に
わ
た
っ
て
の
障
が
い
者
本
人
を
も

参
加
し
て
の
町
長
と
の
懇
談
会
、
建
て
ら

れ
な
い
理
由
の
質
問
書
の
提
出
や
議
会
に

も
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
障
が
い

者
本
人
に
直
接
影
響
の
与
え
る
計
画
が
当

事
者
に
知
ら
さ
れ
ず
に
進
ま
れ
た
こ
と
に

保
護
者
の
不
信
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
計
画
に
親
の
願
い
は
こ
め
ら
れ
た

案
に
な
っ
た
の
か
を
問
う
。

　
　
　
　
　
50
名
余
り
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
さ
ん
に
も
ご

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
保
護
者
の

み
な
さ
ん
と
懇
談
会
を
行
い
、
現
状
や
将

来
に
お
け
る
不
安
な
こ
と
や
町
内
で
施
設

を
設
け
て
ほ
し
い
な
ど
要
望
を
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
現
在
お
住
ま
い
の
方
々
に
つ

い
て
は
、
他
の
地
域
へ
誘
導
す
る
の
で
は

な
く
、
引
き
続
き
生
活
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
国
の
予
算
を
み
て
も
、
税
収
以
上
の

公
債
で
予
算
原
案
を
組
ん
で
い
る
が
、
い

つ
ま
で
も
続
か
な
い
。
本
町
は
コ
ツ
コ
ツ

と
地
道
に
収
入
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。
幸
い
に
も
人
口
は
順
調
な
増
加
が
み

ら
れ
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
収
入
ア
ッ

プ
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
イ
ズ
ミ
ヤ
さ
ん

の
好
評
も
み
ら
れ
、
商
工
業
の
発
展
も
期

待
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
収
入
増
策
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
本
町
に
お
い
て
は
、
固
定
資

産
税
の
税
収
は
見
込
め
る
も
の
の
町
税
全

体
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
状
況

は
続
く
も
の
と
考
え
る
。
増
加
策
に
つ
い

て
は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、

地
域
振
興
な
ど
経
済
効
果
は
多
大
で
あ
り
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
誘
致
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
、

町
は
企
業
立
地
に
適
切
な
支
援
を
す
る
こ

と
で
決
断
を
促
す
こ
と
が
得
策
と
思
う
。
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口
友
良

　
　

議
員

　

�
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者
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は
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